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４月11日（月）まで
（10日が日曜日のため）

４月15日（金）まで

４月中の市町村条例で
定める日まで

５月２日（月）まで
（４月30日が土曜日、
５月１日が日曜日のため）

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和４年３月分）

②　給与支払報告に係る給与所得者異動届出書の提出

③　固定資産税（都市計画税）第１期分の納付
④　軽自動車税の納付

⑤　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和４年２月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住民税

⑥　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（令和４年1月期）
２カ月延長法人（令和３年12月期）
⑦　消費税確定申告（１カ月ごと）（２月期）
⑧　消費税確定申告（３カ月ごと）（２月、５月、８月、11月期）
⑨　法人の中間申告（半期・８月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑩　法人消費税の中間申告納付
直前期年税額4,800万円超のとき　１カ月ごと（2月期を除く）
直前期年税額400万円超のとき　３カ月ごと（５月、８月、11月期）

⑪　公共法人等の住民税均等割の申告納付
⑫　公益法人等（法人税申告書提出法人を除く）の損益計算書等の提出
（令和３年12月期）

①　源泉所得税には復興
特別所得税の額を含む。

②　4月1日の現況で関係
市町村長へ提出。

　

⑤～⑩　法人の事業年度
（課税期間）の終了日は
各月末日とする。

⑦、⑧　消費税課税期間の
短縮特例は適用後２年間
継続が要件である。

⑫　公益法人等が年間収
入金額8,000万円超の
場合、事業年度終了後４
カ月以内に損益計算書
等を所轄税務署長に提
出する義務がある。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
参
照
金
融
商
品
に
関
す
る

実
務
対
応
報
告
案
、コ
メ
ン
ト
対
応
を

検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

原
則
適
用
は
足
並
み
揃
え
、２
０
２
４
年

４
月
開
始
年
度
か
ら
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、税
効
果
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
３
月
４
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
７
７
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

実
務
対
応
報
告
公
開
草
案
62
号

「
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
参
照
す
る
金
融
商

品
に
関
す
る
ヘ
ッ
ジ
会
計
の
取
扱
い

（
案
）」
に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
と

そ
の
対
応
案
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

証
券
市
場
に
お
け
る
信
頼
度
向
上

等
の
た
め
に
も
個
別
財
務
諸
表
で
の
注

記
省
略
の
許
容
は
行
う
べ
き
で
な
い
、

と
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
事
務
局
は
企

業
会
計
基
準
10
号
「
金
融
商
品
に
関

す
る
会
計
基
準
」
で
も
注
記
の
省
略

を
認
め
て
お
り
、
今
回
の
み
注
記
省
略

を
認
め
な
い
理
由
は
な
い
た
め
、
現
状

の
案
を
修
正
し
な
い
と
し
た
。
事
務
局

の
対
応
案
に
対
し
、
専
門
委
員
か
ら

の
異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

＊　
　

次
回
親
委
員
会
（
３
月
11
日
）
で

公
表
議
決
を
諮
る
予
定
。

去
る
３
月
４
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
79
回
税
効
果
会
計
専
門

委
員
会
を
開
催
し
た
。

前
回（
２
０
２
２
年
３
月
10
日
号（
№

１
６
３
８
）情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）

に
引
き
続
き
、
次
の
取
扱
い
の
見
直

し
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

税
金
費
用
の
計
上
区
分

原
則
と
し
て
、
当
期
税
金
費
用
を

そ
の
発
生
源
泉
と
な
る
取
引
等
に
応

じ
て
、
損
益
（
税
引
前
当
期
純
利
益

か
ら
控
除
）、
そ
の
他
の
包
括
利
益

お
よ
び
株
主
資
本
の
各
区
分
に
計
上

す
る
場
合
の
、
企
業
会
計
基
準
適
用

指
針
29
号
「
中
間
財
務
諸
表
等
に
お

け
る
税
効
果
会
計
に
関
す
る
適
用
指

針
」（
中
間
税
効
果
適
用
指
針
）、
企

業
会
計
基
準
12
号
「
四
半
期
財
務
諸

表
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
四
半
期

会
計
基
準
）
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

事
務
局
の
分
析
が
示
さ
れ
た
。

中
間
税
効
果
適
用
指
針
に
お
け
る

簡
便
法
に
よ
る
税
金
費
用
の
計
算
の

算
式
の
う
ち
、
予
想
年
間
税
金
費
用

（
算
式
）
に
は
、
従
来
は
損
益
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
原
則
に
従

う
と
そ
の
他
の
包
括
利

益
ま
た
は
株
主
資
本
に

計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
当
期
税
金
費
用
は
含

ま
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

冒
頭
の
原
則
を
適
用
し

て
も
、
中
間
税
効
果
適

用
指
針
に
お
け
る
簡
便

法
に
よ
る
税
金
費
用
の

計
算
式
の
と
お
り
計
算

す
れ
ば
、
予
想
年
間
税

金
費
用
は
算
定
で
き
、

特
段
の
定
め
の
変
更
は

必
要
な
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
四
半
期
会
計
基
準
も
中
間

税
効
果
適
用
指
針
に
準
じ
、
特
段
の

定
め
の
変
更
は
必
要
な
い
と
し
た
。

グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
が
適
用
さ
れ

る
場
合
の
子
会
社
株
式
等
の
売
却

に
係
る
税
効
果

前
回
提
案
さ
れ
た
適
用
時
期
に
つ

い
て
、「
税
金
費
用
の
計
上
区
分
と

同
時
に
公
表
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
適

用
時
期
が
異
な
る
の
は
わ
か
り
づ
ら

い
」
と
の
意
見
が
親
委
員
会
で
出
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
税
金

費
用
の
計
上
区
分
の
改
正
と
同
様
、

２
０
２
４
年
４
月
１
日
以
後
開
始
す

る
事
業
年
度
の
期
首
か
ら
の
適
用
を

原
則
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
異
論
は
聞
か
れ
な

か
っ
た
。

（算式）　予想年間税金費用の計算方法
予想年間税金費用＝（予想年間税引前当期純利益
　±一時差異等に該当しない項目）×法定実効税率
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水
泳
教
室
に
通
い
始
め
て
８
カ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
習
い
事
が
な
か
な
か
長

続
き
し
な
い
筆
者
に
と
っ
て
は
胸
を
張

れ
る
期
間
で
す
。
し
か
も
始
め
て
す
ぐ

に
引
っ
越
し
た
の
で
、
７
カ
月
間
は
片

道
１
時
間
も
か
け
て
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
有
森
裕
子

の
よ
う
に
「
は
じ
め
て
自
分
で
自
分
を

褒
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い

い
く
ら
い
の
快
挙
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
習
い
事
が
な
か
な
か
長
続
き

し
な
い
筆
者
が
な
ぜ
８
カ
月
も
続
い
て

い
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
大
別

す
る
と
、
３
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
の
理
由
は
、
混
ん
で
い
な
い

こ
と
で
す
。
プ
ー
ル
の
み
の
施
設
だ

か
ら
で
し
ょ
う
か
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に

比
べ
る
と
か
な
り
人
が
少
な
い
印
象

で
す
。
元
々
人
混
み
が
苦
手
で
す
し
、

感
染
症
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
人

が
少
な
い
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

２
つ
目
は
、
素
晴
ら
し
い
コ
ー
チ

と
出
会
え
た
こ
と
で
す
。
習
い
事
は
、

コ
ー
チ
と
の
相
性
、
コ
ー
チ
の
教
え
方

が
上
手
な
こ
と
が
大
切
だ
と
常
々
思
っ

て
い
ま
す
。
教
え
方
が
上
手
と
い
う
の

は
、
経
験
年
数
や
技
術
的
な
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
励
ま
し
や
安
心
さ
せ
る
言

葉
が
け
が
上
手
と
い
う
こ
と
も
含
み
ま

す
。
そ
れ
ら
を
満
た
し
た
コ
ー
チ
と
出

会
え
た
こ
と
は
幸
運
で
し
た
。

３
つ
目
が
、
人
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で

す
。
実
は
こ
の
点
が
継
続
し
て
通
う
こ

と
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

私
た
ち
は
何
を
し
た
い
か
（
ま
た
は
何

を
す
べ
き
か
）
を
考
え
、
習
い
事
を
自

ら
選
び
、
始
め
ま
す
。
し
か
し
、
続

け
て
い
く
と
、
不
思
議
と
「
何
を
す
る

か
」
よ
り
も
「
誰
と
す
る
か
」
の
ほ
う

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
旅
行
も
似
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
強
く
思
い
出
に
残

る
の
は
、「
ど
こ
に
行
っ
た
か
」
よ
り
も

「
旅
先
で
誰
と
過
ご
し
た
か
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

水
泳
教
室
で
は
、
こ
の
「
誰
と
す
る

か
」
に
大
変
恵
ま
れ
ま
し
た
。
平
日
の

日
中
に
開
催
さ
れ
て
い
る
教
室
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は

高
齢
の
方
で
す
。
そ
の
方
々
と
過
ご
す

の
が
、
と
て
も
心
地
よ
い
の
で
す
。
彼

ら
は
、
年
齢
の
差
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
フ
ラ
ッ
ト
に
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
も
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
、

笑
い
話
を
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
教

室
の
な
か
で
は
、
う
ま
く
で
き
な
い
と

こ
ろ
を
共
感
し
て
く
れ
た
り
、
う
ま
く

い
け
ば
褒
め
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
教

室
と
は
関
係
な
く
プ
ー
ル
に
通
っ
て
い

る
人
た
ち
も
、
い
つ
も
挨
拶
し
て
く
れ

ま
す
し
、
柔
和
な
笑
顔
で
話
し
か
け
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
魅
力
的
な
人

た
ち
に
会
い
た
く
て
通
っ
て
い
る
面
が

大
き
い
で
す
。

そ
の
よ
う
な
出
会
い
を
経
験
し
、「
あ

ん
な
ふ
う
に
年
を
重
ね
た
い
な
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
の
言
動

１
つ
ひ
と
つ
を
み
れ
ば
、
人
と
し
て
当

た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
る
人
が
減
っ
て
い
る
な
か

で
、
そ
れ
は
と
て
も
価
値
あ
る
こ
と
だ

と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
自
身
は
で
き
て
い
る

だ
ろ
う
か
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
柔
和

な
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

善
悪
・
優
劣
の
価
値
判
断
に
と
ら
わ
れ

ず
フ
ラ
ッ
ト
に
人
と
付
き
合
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
う
ま
く
い
か
な
い
辛
さ
を
共

感
し
、
う
ま
く
い
っ
た
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
当
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
、

大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
大
切
に
で
き
る

人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

水
泳
教
室
に
通
う
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に
泳
い
で
い

け
ば
よ
い
の
か
を
教
わ
っ
た
気
が
し
ま

す
。
水
泳
も
人
生
も
基
本
を
大
事
に

し
て
い
け
ば
、
上
達
す
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
気
負
わ
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。
コ
ー
チ
か
ら
全
身
の
力
を
抜
く
こ

と
の
重
要
性
を
よ
く
指
導
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
も
ま
た
人
生
と
同
じ
だ
と
思

い
ま
す
。

人
生
の
水
泳
教
室
　
　
　
　

メ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト 

江
口　

毅

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

国
際
会
計

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
開

示
規
則
の
改
正
案
、公
表
─
Ｓ
Ｅ
Ｃ

去
る
３
月
９
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
上

場
企
業
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

リ
ス
ク
に
関
す
る
「
管
理
、
戦
略
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
「
イ
ン
シ
デ
ン
ト

報
告
」
に
関
す
る
開
示
を
強
化
し
、

標
準
化
す
る
た
め
の
規
則
の
改
正
案

を
公
表
し
た
。

多
く
の
上
場
企
業
は
す
で
に
投
資

家
に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
の
開
示
を
提
供
し
て
い
る
が
、

こ
の
改
正
案
は
、
リ
ス
ク
に
関
す
る

管
理
、
戦
略
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い

て
の
情
報
を
投
資
家
に
通
知
し
、
投

資
家
に
重
要
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
通
知
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト

改
正
案
の
主
要
な
点
は
次
の
２
つ

で
あ
る
。

⑴　

重
大
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
関
す
る

報
告

上
場
企
業
が
重
大
な
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
遭

遇
し
た
後
４
営
業
日
以
内
に
、
臨
時

報
告
書
（
様
式
８
―
Ｋ
）
で
重
大
な

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ

デ
ン
ト
に
つ
い
て
の
情
報
の
開
示
を

要
求
す
る
。

改
正
さ
れ
る
規
則
Ｓ
―
Ｋ
（
主
に

非
財
務
情
報
を
規
定
し
て
い
る
）は
、

以
前
に
開
示
し
た
重
大
な
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
開
示
を
要
求
す

る
。

⑵　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス

ク
に
関
す
る
管
理
、戦
略
、ガ
バ
ナ

ン
ス
に
つ
い
て
、最
新
情
報
を
提

供
す
る
た
め
の
定
期
的
な
報
告

改
正
さ
れ
る
規
則
Ｓ
―
Ｋ
は
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
に
関

す
る
管
理
、
戦
略
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
の
開
示
を
要
求
す
る
。

ま
た
、
取
締
役
会
に
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
専
門
家
が
い
る
場

合
、
年
次
報
告
で
氏
名
と
専
門
性
の

内
容
の
開
示
を
要
求
す
る
。

コ
メ
ン
ト
期
間

コ
メ
ン
ト
期
間
は
、「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
改
正
案
が
公
開

さ
れ
た
後
の
60
日
間
（
２
０
２
２
年

５
月
９
日
ま
で
）」
と
「
官
報
に
改

正
案
が
公
表
さ
れ
た
後
の
30
日
間
」

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
長
い
期
間
と
な

る
。
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今期適用の改正点と要注意項目を確認

2022年３月期
税務申告の最終チェック

井上　敏（仰星監査法人　公認会計士・米国公認会計士）

前田　悠二（税理士法人山田＆パートナーズ　税理士）
冨田　大智（税理士法人山田＆パートナーズ　税理士）

今３月期の税務申告においては、令和３年度税制改正におけるデジタルトランス
フォーメーション（DX）税制やカーボンニュートラル税制等の各種減税措置などが適
用される。また、コロナ禍による申告期限の延長措置も手当てされている。一方、コロ
ナ禍特有のケースをはじめ、消費税・地方税も含めた検討漏れやミスしやすい事項にも
注意を払う必要がある。そこで、これらの申告上の実務留意点を解説してもらった。

株式交付、DX税制、申告期限の延長等
今期適用される改正項目の
申告上のチェックポイント

コロナ禍特有のケースに特に注意
検討漏れ・ミスしやすい事項の
申告上の留意点 証

　
　
券

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
闘
状
況
と
世
界
の

株
価

金
　
　
融

円
安
要
因
と
な
る
経
常
収
支
の
赤
字

拡
大

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2022年 
3月4日

監 査 上 の 主 要 な 検 討 事 項
（KAM）の特徴的な事例と記載
のポイント

金融庁

適用１年目にみられたさまざまなKAMの記載を踏まえ、今後のさらなる
実務の定着・浸透を図るため、「KAMに関する勉強会」にて議論された特
徴的な事例やその記載の着目ポイントなどを取りまとめたもの。勉強会
メンバーからのコメントのほか、早期適用会社の記載内容の変化等の類
似度分析を含む傾向分析や、検討が必要と考えられる事例（KAMの内容
や決定理由、監査手続等が不明瞭など）も示されている。
https://www.fsa.go.jp/news/r3/sonota/20220304-2/01.pdf

―

財
務
省
は
３
月
８
日
、
２
０
２
２

年
１
月
の
国
際
収
支
状
況
（
速

報
）
を
発
表
し
た
。
経
常
収
支
は

１
兆
１
、８
８
７
憶
円
の
赤
字
で
、

過
去
２
番
目
の
大
き
さ
と
な
っ
た
。

２
０
１
４
年
１
月
に
、
過
去
最
大
の

１
兆
４
、５
６
１
億
円
の
赤
字
を
計

上
し
た
後
、
赤
字
を
計
上
し
た
の
は

同
じ
２
０
１
４
年
と
２
０
２
０
年
の

２
回
の
み
で
規
模
も
小
さ
い
も
の

だ
っ
た
が
、
昨
年
12
月
と
当
該
月
の

連
続
で
赤
字
を
計
上
し
、
規
模
も
急

拡
大
し
て
い
る
。

経
常
収
支
は
、
海
外
と
の
モ
ノ
の

取
引
で
あ
る
貿
易
収
支
と
、
貨
物
・

旅
客
運
賃
、
訪
日
や
海
外
へ
の
旅
行

者
の
費
用
受
払
い
、金
融
証
券
取
引
、

特
許
権
、
著
作
権
な
ど
を
含
む
サ
ー

ビ
ス
収
支
の
ほ
か
に
、
利
子
・
配
当
・

寄
付
・
贈
与
な
ど
の
所
得
収
支
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
日
本
は
構
造
的
に

直
接
投
資
や
証
券
投
資
・
融
資
の
利

子
や
配
当
金
の
受
取
り
が
多
く
、
経

常
黒
字
の
大
部
分
を
占
め
て
き
た
。

１
月
は
貿
易
赤
字
が
大
幅
に
拡
大

し
た
た
め
に
、
所
得
収
支
の
黒
字
分

を
入
れ
て
も
経
常
赤
字
を
計
上
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
赤
字
要
因
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
上
昇
で
、
原
粗
油
・
前

年
同
月
比
84
・
６
％
増
、
石
炭
（
同
）

１
６
７・４
％
増
、液
化
天
然
ガ
ス（
同
）

52
・
１
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
２
月
以

降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
さ
ら
に
悪
化

し
、
今
後
の
長
期
化
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
こ
う
し
た
資
源
価
格
は
さ
ら

に
上
昇
す
る
様
相
を
み
せ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
当
面
経
常
赤
字
の
縮
小
な
い

し
は
黒
字
転
換
の
見
込
み
は
小
さ
い
。

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
為
替
市
場
で

当
面
の
円
安
圧
力
と
な
る
点
だ
。
ロ

シ
ア
・
ル
ー
ブ
ル
の
対
米
ド
ル
で
の

大
幅
下
落
や
欧
州
通
貨
の
下
落
な

ど
、
為
替
市
場
で
は
ロ
シ
ア
に
近
い

ほ
ど
相
場
下
落
が
目
立
つ
が
、
日
本

円
は
１
１
５
円
を
挟
ん
だ
レ
ン
ジ
内

で
、ほ
と
ん
ど
動
き
が
み
ら
れ
な
い
。

た
だ
、
為
替
市
場
で
は
、
戦
争
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
リ
ス
ク
は
短
期
間
で
織

り
込
む
も
の
で
、
中
長
期
的
に
は
、

金
利
差
、
経
常
収
支
、
購
買
力
平
価

の
順
に
徐
々
に
織
り
込
ん
で
い
く
。

利
上
げ
を
急
ぐ
欧
米
と
い
ま
だ
に

金
融
緩
和
策
の
出
口
が
み
え
な
い
日

本
の
金
利
差
は
拡
大
傾
向
で
、
さ
ら

に
経
常
赤
字
の
圧
力
が
加
わ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
長
期
的
に
は
円
安
傾
向

が
続
く
と
の
見
方
が
主
流
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始

か
ら
２
週
間
、
い
よ
い
よ
首
都
キ
エ

フ
の
攻
防
が
焦
点
と
な
っ
て
き
た
。

両
国
は
停
戦
協
議
を
数
回
開
い
た

が
、
対
立
は
激
し
く
、
合
意
へ
進
む

気
配
が
感
じ
ら
れ
な
い
。こ
の
た
め
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
首
都
陥
落
と
な
っ
て

も
、
降
伏
せ
ず
、
ゲ
リ
ラ
戦
を
続
け
、

戦
火
は
容
易
に
収
ま
ら
な
い
、
戦
争

が
長
期
化
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と

の
見
方
も
あ
る
。

株
式
市
場
に
と
っ
て
、
も
と
よ
り

戦
争
の
長
期
化
は
憂
鬱
な
事
態
だ
が
、

さ
ら
に
心
配
さ
れ
る
の
が
、
ロ
シ
ア

に
対
す
る
各
国
の
経
済
制
裁
の
影
響

で
あ
る
。
今
回
、
各
国
の
制
裁
の
動

き
は
迅
速
か
つ
大
規
模
で
、
ロ
シ
ア

に
と
っ
て
予
想
外
の
事
態
で
あ
っ
た

と
み
る
向
き
も
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
制

裁
へ
の
反
撃
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

停
止
な
ど
）
に
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

す
で
に
原
油
価
格
は
、
歴
史
的
な

高
値
に
達
し
、
農
産
物
、
金
属
資
源

な
ど
の
国
際
市
況
も
急
騰
、
イ
ン
フ

レ
昂
進
へ
の
懸
念
が
一
段
と
強
ま
っ

て
き
た
。
ロ
シ
ア
へ
の
強
力
な
制
裁

に
踏
み
切
っ
た
各
国
は
、
イ
ン
フ

レ
、
景
気
後
退
を
覚
悟
し
て
の
行
動

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
イ
ン
フ
レ
や
景
気
後
退
の

レ
ベ
ル
は
経
済
政
策
の
発
動
に
よ
っ

て
、
い
く
ら
か
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
、
米

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
の
展
開
が
一
段

と
注
目
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
イ
ン
フ

レ
動
向
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
金

利
、
資
金
量
を
ど
の
よ
う
に
導
い
て

い
こ
う
と
す
る
の
か
、
そ
の
手
腕
が

期
待
さ
れ
る
。
仮
に
景
気
後
退
が
明

ら
か
と
な
っ
て
も
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
機
敏

に
株
式
市
場
の
予
想
を
上
回
る
よ
う

な
政
策
展
開
を
実
施
す
れ
ば
、
株
価

へ
の
打
撃
は
相
対
的
に
軽
く
な
ろ
う
。

現
在
、
世
界
の
株
式
市
場
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
反
応
し
て
連
日
同

方
向
に
変
動
し
て
い
る
。
時
差
に

よ
っ
て
、
上
下
が
逆
に
な
る
市
場
も

あ
る
が
、そ
の
幅
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

３
月
上
旬
末
の
株
価
水
準
は
２
月
末

に
比
べ
、
日
本
を
含
め
約
５
％
以
内

の
マ
イ
ナ
ス
の
国
が
目
立
つ
。
資
源

国
と
さ
れ
る
国
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
）
の
株
価
が
わ
ず

か
に
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
株
式
市
場

は
侵
攻
開
始
と
前
後
し
て
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
。


